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1. 北広島市の概要 

 

（１）北広島市の概要 

北広島市は、石狩平野南部に位置し、北西は道都札幌市、北は江別市、東は長沼町と南幌町、南は

恵庭市に接している周囲約 52.5 ㎞、総面積 118.54k ㎡の都市である。 

市名の元になっている「広島」は、明治 17 年(1884)に広島県人 25 戸 103人の入植によって開拓さ

れたことに由来する。明治 27 年(1894)に月寒村から分離し、「広島村」となり、広島村戸長役場を開

設、昭和 43年(1968)に町制を施行して「広島町」となった。 

昭和 45 年（1970）の道営住宅団地の建設により、札幌近郊の閑静な農村地帯から一躍札幌市のベ

ットタウンとなり、平成 8年(1996 年)の市制施行により現在の「北広島市」に至っている。 

 

(２)人口 

北広島市の人口は、昭和 20 年まではほぼ 4,000人前後で停滞的な傾向示していたが、昭和 30 年代

に 7,000 人を超え、昭和 40 年には 8,022 人となり、昭和 43 年町制を施行している。 

札幌市の真駒内、江別市の大麻に次ぐ第 3の道営住宅として昭和 45 年の道営北広島団地等の開発

がされた。これと昭和 44 年から住宅供給公社によって進められた西の里団地により、昭和 45 年に

9,746 人であった町の人口は、昭和 48年に 14,163 人、昭和 51年 26,148 人、昭和 54 年 32,287 人と

加速度的に増加した。 

その後は、大曲地区の民間の事業者による住宅地開発などもあり、着実に人口を伸ばしてきた。近

年は、鈍化傾向にあり、平成 22 年 4 月現在（住民基本台帳）の人口は 60,715 人である。 

また、地区別人口を見てみると、高齢化に伴って北広島団地地区の減尐が続いている一方で、大曲

地区の人口が増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）人口構造と高齢化率 

１）人口構造と高齢化率 

昭和 55 年（1980）から平成 17 年（2005）までの国勢調査を見てみると、年尐人口率(14 歳以下の

人口の割合)は低下傾向にあり、平成 17 年には 14.1%となっている。 

また、高齢化率(65 歳以上の人口割合)は、14 歳以下人口の減尐、65 歳以上の人口の増加などによ

り高まっており、平成 17 年には 18.2%、平成 20 年 9 月では 20.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）夜間人口・昼間人口 

夜間人口は年々増加傾向にあり、昼間人口も人口に比例し増加傾向にあるものの、やや鈍化傾向に

ある。また、昼間人口比率(常住人口に占める昼間人口の割合)は、平成 17 年で 0.94%となっており、

平成 12 年と同水準となっている。 
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１-2.北広島市における市民活動と施設 

 

（１）北広島市の市民活動施設 

主な市民の活動の場所は、体育館や公園などのスポーツ活動拠点や図書館や集会場の文化活動拠点、

また子育て支援拠点や高齢者支援拠点などがある。 

アクセスの良い北広島駅周辺や北広島団地地区に、学校や子育て施設、市民活動の拠点となる集会場

や文化・スポーツ施設が集まっている。その他、西の里地区では西の里北周辺に、大曲地区では大曲中

央周辺、西部地区では輪厚周辺に公共施設が集中している。（別紙参照） 

スポーツ施設を見てみると、テニスコート等が設置してある公園は 13 箇所あり、各地区に夏季のみ

営業している住民プール場が 6箇所ある。 

文化施設では、図書館が 5箇所あり、集会場や社会福祉施設は、それぞれ 50 箇所以上設置してある。

また、児童福祉施設として、児童センターや児童養護施設、学童クラブ、子育て支援センターがある。 

 

 

◆北広島市の市民活動施設 

分類 箇所 施設名 

体育館 4 総合体育館（1）、地区体育館（3） 

公園（スポーツ施設のある） 13 緑葉公園、きたひろサンパーク、北広公園等 

住民プール 6 西部住民プール、大曲住民プール、白樺プール等 

キャンプ場 1 北広島市自然の森キャンプ場等 

図書館 5 北広島市図書館、西の里分室（西の里公民館内）等 

交流広場 2 エルフィンパーク、北広島市ＩＴステーション 

市民活動の拠点 2 北広島市芸術文化ホール、ふれあい学習センター（夢プラザ） 

集会場 51 北広島市中央公民館、北広島団地住民センター等 

社会福祉施設 53 居宅介護支援事業所（7）、介護予防支援事業所（4）、居宅サ

ービス事業所（30）、地域密着型サービス事業所（6）、施設サ

ービス事業所（6） 

高齢者福祉施設 15 老人デイサービスセンター（8）、特別養護老人ホーム（2）、

認知症高齢者グループホーム（5） 

保育所 10 認可（8）、認可外（2） 

幼稚園 8 広島天使幼稚園、広島わかば幼稚園等 

児童福祉施設 22 児童センター（2）、学童クラブ（9）、子育て支援センター（7）、

児童養護施設（4） 

（2）市民活動の紹介 

 市民活動とは、市民が自らの価値観、信念、関心に基づき自分たちの「生活」と「コミュニティ」

の貢献を目的に自発的に行う活動のこと。 

 

①ガーデニング 

・北広島市花の愛好会 

 

 

 

 

 

 

   

②「地域参加」と「住民参加」 

・北広島エコミュージアム 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）サークル活動紹介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

   

 

 

＊北広島家庭菜園研究会 

（活動場所：北広島団地住民センター、圃場） 

菜園を通じ多くの仲間がコミュニケーシ

ョンを図っている。 

＊北広島コミュニティーレストラン研究会 

（活動場所：市内公民館） 

地元食材を使った安心安全な食事の試食会

などを市内の公民館などで開いている。 

｢潤いのある花とともに充実した生活環境｣づくりをめざし

て活動を行っている。主な活動として、研修会で花作りの技

術習得や情報交換、他の地域への見学研修旅行、エルフイン

パークでのフラワーコンテスト、市民 一般の人々にも庭を

公開し交流を深めるオープンガーデン等、多くの事業を行い

ながら運営を進め ている。 

エコミュージアムとは、遺産を発掘して整備するまちづくり

の手法のひとつである。地域の有形・無形の遺産を収集保存、

調査研究し、展示、教育普及活動などを行う。主な活動とし

て、郷土資料見学ツアーや旧島松駅逓所・見本田の田植え、

レクの森のカンジキウォーキング等を行っている。また、北

広島の自然や歴史などを学ぶ市民大学を開校している。 
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2. 北広島団地地区とその周辺の概要 

 

（１）北広島団地地区の概要 

1）北広島団地の変遷 

北広島団地地区は、道営の住宅団地として昭和 45 年（1970）より着工されており、隣接する東部

地区と合わせて北広島市の商業、交通、文化などの中心として発展してきた。 

北広島団地は、札幌圏の住宅需要に対応するため、北海道が札幌市の真駒内団地、江別市大麻団地

に続く 3 番目の大規模住宅団地として計画された。その計画人口は 31,000 人、総面積が 440ha で、

敷地規模が 100 坪前後の戸建住宅と公営住宅、都市再生整備機構住宅（UR 住宅）などで構成されて

いる。 

団地は、緑が豊富で、ゆとりある住環境を備えた住宅団地として、人々が暮らしを営み、様々な市

民活動や地域活動が展開されるなど、まちとして大きく成長してきた。 

 

 

 

 

 

 

 

◆北広島団地地区方針図(平成 16 年 4月現在) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）北広島団地地区とその周辺の人口変化と高齢化率 

北広島市の人口・世帯数は、昭和 50 年以降ともに増加している。 

しかし、北広島団地の人口は、平成 7 年をピークに減尐し、世帯数は、昭和 50 年以降増加傾向に

ある。 

北広島市および北広島団地の高齢化率（65 歳以上）の推移をみると、全市も北広島団地とも高

齢化率が上昇している。 

北広島団地の高齢化率は、平成 17 年で 24.2％とで北広島市全体の高齢化率 18.2％を大きく上回

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）小学校の児童数 

    

現在、市内には 10 校の小学校がありますが、 

学校間の児童数の差が顕著になっています。 

校区に振興住宅地を抱える大曲東小学校の児 

童数が非常に多くなっており、最近では、西の 

里、北の台の児童数が宅地開発によって増加し 

ています。 

一方で、昭和 40 年代に造成された北広島市 

団地内の小学校が児童数が減尐し、1学年 1 

クラスの学校もある。 

 

 

 

◆北広島団地地区の現状と課題 

北広島団地は昭和 45年から 52 年に造成され、分譲された戸建住宅を中心とした住宅団地である。 

造成されてから 30 年以上が経過し、高齢化が進み居住者の年齢構成が著しく偏ってきている。住環

境と暮らしやすさの一要因でもある住民主体のコミュニティを維持するため、団地全体で世帯の更新

を進め、年齢構成のバランスがとれた地区の形成を図る必要がある。 

参考資料：北広島市都市計画マスタープラン 
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3. 緑陽小学校と広葉小学校の概要 

 

（１）緑陽小学校の概要 

１）所在地 

〒061-1137 北海道北広島市緑陽町 1丁目 2番地 

２）学級数と児童数 

○普通学級     6 

○特別支援学級   1 

○ことばの教室   4(通級) 

○児童数      141 名 

３）規模 

校舎＝4,785 ㎡、鉄筋コンクリート造り・2階建て(昭和52年 3月完成) 

体育館＝752 ㎡、鉄筋コンクリート造り・2階建て(昭和52年 12 月完成) 

敷地＝28,686 ㎡ 

 

４）学校の沿革 

年 月日 沿革 

昭和 52年（1977 年） 4月 1日 高台小学校から分離して広島町立緑陽小学校開校 初代校

長 佐久間 幸雄  

5 月 15 日 開校式 

12 月 15 日 グランド整備工事、バックネット設備完了 

12 月 26 日 校舎建築二期工事（二線北側 10教室）竣工 

昭和 54年（1979 年） 7月 6日 屋外遊具施設設置 

10 月 1日 屋外遊具施設（第 2次）設置完了 

昭和 59年（1984 年） 12 月 13 日 屋外便所竣工引き渡し（社会体育用） 

昭和 61年（1986 年） 7月 16 日 開校 10周年記念植樹（全校児童で実施） 

昭和 63年（1988 年） 6月 15 日 中庭植樹（5・6年生児童と教職員） 

12 月 7日 中庭校章花壇完成（6年生卒業記念） 

平成 2年（1990年） 3月 7日 AV 設備完工 

平成 8年（1996年） 10 月 25 日 開校 20周年記念植樹（桜34本－全校児童・父母で実施） 

平成 13年（2001 年） 7月 24 日 大規模改造工事開始（1期） 

10 月 31 日 大規模改造工事終了 

平成 14年（2002 年） 3月 31 日 コンピュータ室コンピュータ設置工事終了 

7月 22 日 大規模改造工事開始（2期） 

11 月 6日 大規模改造工事終了 

 

５）空き教室の公共的用途の活用 

 現在、緑陽小学校の空きスペースを利用し、地域交流スペースとして市民に活用されている。 

地域交流スペースは、和室や小会議室などがあり、午前 10 時から午後 9時まで利用可能である。 

 

◆地域交流スペース（地域交流室・和室・小会議室） 

・開 所：平成１５年４月 

  ・対 象 者：市内居住者または市内に所在する会社、学校等に通勤・通学する者 

  ・開 所 日：4月 10日から 3月 20 日まで   午前 10時から午後0時 

                      午後 1時から午後 9時まで 

  ・利用時間：同一団体 2時間まで 

  ・利用実績：平成２１年度 延べ 114 回利用 

  ・利用団体：平成２１年度 11 団体 

 

６）緑陽小学校と地域との連携 

緑陽小学校と地域との交流も行われており、学校側は、文化祭やもちつき大会への参加、また、地域の

団体は、運動会や学芸発表会などに参加するなど、多世代交流がさかんに行われている。 

 

 ◆学校から地域への参加内容 

参加行事 日程 場所 参加者 内容 

①第４住区ふれあい夏祭りへの参加 ７月 土曜日 緑陽小グラウンド 1、2年生 踊りの発表 

②ヒルティー文化祭への参加 ９月 土曜日 住民センター 6年生 音楽発表 

③第４住区独居高齢者お食事会へ １１月 平日 地域交流室 1年生 音楽発表 

④団地地区福祉交流会 平日 住民センター 2年生 クリスマス会 

⑤第４住区餅つき大会 １２月冬休み 緑陽小体育館 希望者 もちつき 

⑥スーパードッジボール大会 ７月 土曜日  3、4年生 ドッジボール 

 

◆地域から学校への参加内容 

①地域公開参観日の開催 年４回 

 ・５月 低学年参観日、９月 人権体験学習、１１月  きらめき環境博、３月 高学年参観日 

②運動会、学芸発表会への招待  

・老人クラブ「ときわ会」 

③学習指導ボランテイア 

     ・スキー学習指導・クラブ活動指導（ときわ会との交流 ゴロッケー） 

④登下校の安全指導（通年） 

    ・登下校の付き添い（健連協）・立哨指導 



[別紙３] 2010.06.19 

 

5 

 

 

（2）広葉小学校の概要 

１）所在地 

〒061-1137 北海道北広島市広葉町 3丁目 1番地 

 

２）学級数と児童数 

○普通学級     9 

○特別支援学級   2 

○児童数      239 名 

 

３）規模 

校舎＝4,081 ㎡、鉄筋コンクリート造り・2階建て(昭和48年 1月完成) 

体育館＝769 ㎡、鉄筋コンクリート造り・2階建て(昭和49年 3月完成) 

敷地＝26,240 ㎡ 

 

４）学校の沿革 

年 月日 沿革 

昭和 47年（1972 年） 12 月 1日 東部小学校から分離して広島町立広葉小学校開校   

昭和 48年（1973 年） 1月 15 日 校舎第１期工事完成、開校式挙行 

9月 9日 グラウンド完成 

昭和 49年（1974 年） 3月 25 日 校舎第２期工事完成 

昭和 50年（1975 年） 3月 24 日 若葉小学校開設に伴う分離式 

昭和 51年（1976 年） 4月 6日 記念植樹、花壇造成 

4月 25 日 校庭遊具設置 

昭和 52年（1977 年） 4月 6日 緑陽小学校開設に伴う分離式 

5月 15 日 開校５周年記念植樹 

昭和 57年（1982 年） 12 月 5日 開校１０周年記念式典 

昭和 63年（1988 年） 7月 21 日 広小フェスティバル開始 

平成 4年（1992年） 12 月 6日 開校２０周年記念式典展 

平成 9年（1997年） 6月 2日 学童クラブ開所（1線校舎 1階）  

平成 12年（2000 年） 8月 3日 デイサービスセンター「おたっしゃ塾」開設（1線校舎 1階） 

平成 15年（2003 年） 2月 19 日 コンピュータルーム完成 

平成 14年（2002 年） 11 月 30 日 開校３０周年記念祝賀会開催・「祝う集い」 

平成 16年（2004 年） 4月 6日 特殊学級（どんぐり学級）開設 

 

 

５）空き教室の公共的用途の活用 

 広葉小学校の空きスペースを利用し、学童クラブやおたっしゃ塾として市民に活用されている。 

 

◆広葉学童クラブ 

・開   所：平成 9年 6月 

・目   的：保護者が労働等により日中留守にしている家庭の児童に対し、放課後、適切な遊びおよび生活の場を

提供し、その健全な育成を図る。 

  ・対 象 者：小学校 1年生から 3年生まで 

  ・定   員：50人 

  ・利用時間：① 通常登校日（月～金曜日）下校時から午後６時まで 

② 長期休暇及び学校休校日 午前８時３０分から午後６時まで 

③ 土曜日（長期休暇中を含む）午前８時３０分から午後４時３０分まで 

・学童保育料（おやつ代等の運営経費） 

：月額４，５００円（同一世帯から２人以上入所の場合、２人目からは月額３，０００円）） 

◆おたっしゃ塾 

・開   所：平成 12年 8月 

・目   的：創作・趣味活動や軽スポーツ、日常動作訓練等を実施し、メンバーや指導員との交流、日中活動を通

して閉じこもりなどを予防。 

  ・利用回数 ：１人あたり週１回（水・木・金曜日の午前１０時～午後２時） 

  ・利用料  ：無料（材料費と食事代は自己負担） 

  

 

６）広葉小学校と地域との連携 

広葉小学校と地域との交流もさかんに行われている。 

 ◆学校から地域への参加内容 

参加行事 参加者 依頼者 

①クラブ活動での陶芸指導者依頼  地域の方 

②太極拳の指導者依頼 3年 総合的な学習の時間 「地域の達人」 地域の方 

③川柳の指導依頼 3年 総合的な学習の時間 「地域の達人」 地域の方 

④福祉の学習にかかわる指導者依頼 4年 総合的な学習の時間 ・社会福祉協議会 ・車椅子体験 

・視覚障がいのある方（札幌市） 

⑤環境学習の指導者依頼 5年 総合的な学習の時間・社

会・理科 

・シャープの「環境授業」 

・学校田の米作り協力 JA 道央北広島

支店 

⑥職業体験の指導者および職場 6年 総合的な学習の時間 ・専門的職業の方招聘 

・職業体験 市内 4～6カ所 

⑦読書指導 全学年  読み聞かせ会「そらまめ」 

⑧人権教室 1・２年 人権擁護委員依頼 

⑨薬物乱用防止教室 ６年 厚別警察署依頼 

◆地域から学校への参加内容 

参加行事 依頼者 

①体育館開放 市教委社会教育 

②体育館・グランド施設の借用 ・野球尐年団 広葉ブルースターズ 

・広葉バレーボールクラブ 

・北広島サッカー尐年団 

③ゴロッケ（冬期間） 北広島市福祉ボランティア団体 ミニディサービス

コスモス会 

④校舎施設利用 音楽室・図工室・陶芸小屋 高齢者デイサービス「おたっしゃ塾」 

⑤校舎施設利用 図工室・陶芸小屋 陶芸同好会 
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4. 廃校活用事例の傾向 

 

◆廃校事例全国 50選からわかる学校跡地利活用の傾向 

・全国の廃校事例から、教育拠点となる「学習、研修施設」、次いで交流体験拠点となる「自然体験、工

芸文化体験施設」、コミュニティ拠点となる「高齢者サービス、福祉の施設」としての機能が多く利活用

の用途として使用されている。 

また、人口 60,000 人以上の都心部の学校跡地に多い利活用機能として、教育拠点となる「学習、研修施

設」、交流体験拠点となる「社会教育施設」が多い。地方部では、自然を活かした宿泊型交流体験拠点の

「体験宿泊型施設」が多く、次いでコミュニティ拠点となる「高齢者サービス、子育て、福利」機能の充

実が目立っている。 

 

◆北海道内廃校事例の傾向 

・北海道内の廃校利活用の事例から見える傾向として、教育拠点となる「学習、研修施設」、交流体験拠

点となる「集会所」、「自然体験、工芸文化体験施設」、宿泊型交流体験拠点の「体験宿泊型施設」として

多く利活用されている。 

特に都心部で多く利活用されている用途は、教育拠点となる「学習、研修施設」、宿泊型交流体験拠点の

「体験宿泊型施設」となっているが、北海道内の学校跡施設の利活用の場としては、圧倒的に人口 60,000

人以下の地方部が多く、地方部の傾向として、教育拠点の「学習、研修施設」、交流体験拠点の「集会所」

「自然体験施設」、宿泊交流体験拠点の「体験宿泊型施設」が多い。 

 

◆全国で見る廃校利活用の用途傾向 

・全国と北海道内で共通して見られる廃校利活用の用途として最も多いものは、教育拠点の「学習施設、

研修施設」、次いで交流体験拠点の「自然、工芸文化体験施設」が多い結果となっている。 

教育拠点での主な用途は、展示室、資料館、研修施設、博物館、通信制の学校、などに使用されている。 

交流体験の拠点では、自然や、農業、工芸などの体験ができ、宿泊型施設としても利用されている。 

その他の用途としては、集会所や、高齢者サービス、福祉施設として使用されている。 

また、防災施設やオフィス、住宅や工場としての用途ではあまり使用されていないことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆共通用途 

・学習施設、研修施設 

・自然、工芸文化 

体験施設 

◆全国の利活用 

用途の傾向 

 

 

◆北海道内の利活用 

用途の傾向 

 ・学習施設、研修施設 

・自然、工芸文化体験施設 

・高齢者サービス、福祉施設 

 

・学習施設、研修施設 

・自然、工芸文化体験施設 

・集会所 

 

 


